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「越前市国土強靭化地域計画（案）に関するパブリック・コメント結果

案件名 越前市国土強靭化地域計画（案）について

実施期間 令和２年１２月１５日（火）から令和３年１月７日（木）まで

趣旨 国においては、東日本大震災の発生等を踏まえ、平成２５年に国

土強靭化基本法を制定し、平成２６年に国土強靭化基本計画を策定。

県においては、平成３０年に福井県国土強靭化地域計画を策定しま

した。 

近年の大規模地震や台風の大型化、集中豪雨の多発など大規模自

然災害の発生リスクが高まっており、災害時において市民の生命及

び生活を守るとともに、被害の低減を図り、最悪のリスクを回避す

る「災害に強いまちづくり」の一層の推進が必要となっていること

から、いかなる災害が起こっても機能不全に陥らず、「強さ」と「し

なやかさ」を備えた安全・安心な地域づくりを推進するため、本計

画を策定します。

意見提出者数

（件数）

２人（５件）

~40代 50代 60代 70代 80代~ 未記入 合計

１(4) １(1) ２(5)

意見に対する回答 以下のとおり

No
年齢

・年代

該当する箇

所
意見の要旨 越前市の回答

1 ７１歳 全体 想定されるリスクにつ

いて、あらゆる対策を市が

考えていることが分かり

心強いが、計画を作るだけ

でなく、越前市の防災対策

がよいものとなるようし

っかり運用してほしい。

本計画は、本市の防災・減災対策を

総合的、計画的に促進するための指針

として策定するものです。より強靭な

地域づくりを目指し、各推進方針等の

進捗状況を把握・検証することによ

り、PDCA サイクルを実践し、着実
に推進してまいります。
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２ ６０代 P１８
住宅・建築物

等の耐震化

等の促進

木造住宅の不燃化を推

進すると記載されている

が、もう少し具体的に書か

ないと、木造住宅を否定す

るようにとらえてしまう。

国立競技場は大量の木

材を使用して建築されて

おり、木材を否定するなら

衰退している林業の事を

考えると心が痛む。

大規模災害による多数の死傷者の

発生リスクを低減させるため、木造住

宅の耐震化・不燃化を進めていく必要

があり、その施策として、木造住宅の

耐震化については、木造住宅耐震改修

促進事業にて耐震改修工事に対し補

助支援を行っています。

特に木造住宅の不燃化については、

防火・準防火地域において、耐震改修

に併せて行う不燃化の改修工事に対

し補助支援を行っています。

木造であっても不燃化することは

可能であり、これらの施策は木材を否

定するものではなく、火災の危機を防

除し、災害に強い地域づくりを推進し

ていくことを目的としており、施策の

内容を明確にするため、リスクシナリ

オ１－１の推進方針を下記の通り一

部修正しました。

【修正後（下線部分を追記）】

〇旧耐震基準で建設された木造住宅

等に対する耐震化、防火・準防火地

域における木造住宅等に対する不燃

化の必要性と支援体制の周知を強化

し、耐震化・不燃化等を推進する。

P１９
防災教育等

の推進、防災

情報の提供

文中の、「バイスタンダ

ー」、「IoT技術」が専門用
語でわからない。単語の説

明書をつけてもらうとよ

い。

 下記の通り、計画案にご指摘の２件

を含め５件についての用語説明を追

加いたしました。

・P19「バイスタンダー」・・・傷病
者発生時にその場に居合わせた人の

こと。

・P19「IoT 技術」・・・Internet of 
Things の略で「モノのインターネッ
ト」の意味。身の回りのあらゆるモノ

がインターネットつながる仕組みの
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こと。

・P24 「ローリングストック」・・・
普段から少し多めに食材等を買って

おき、使った分だけ新しく買い足して

いくことで、常に一定量の食料等を家

に備蓄しておく方法

・P27 「アセットマネジメント」・・・
持続可能な水道事業を実現するため

に、中長期的な視点に立ち、水道施設

のライフサイクル全体にわたって効

率的かつ効果的に水道施設を管理運

営する体系化された実践活動

・P33 「ストックマネジメント計
画」・・・効率的かつ持続的な下水道

機能の確保とライフサイクルコスト

の低減を図るため、長期的な視点で下

水道施設（ストック）の老朽化の進展

状況を予測し、リスク評価等により優

先順位付けを行った上で、施設の点

検・調査及び修繕・改築等を実施する

計画

P２０
重要業績指

標（KPI）

 自主防災組織リーダー

育成研修会年間参加者に

ついて

R１ ４１８人
R７ ４００人となってい
るが、目標が減るという考

え方はいいのか。

区長や自警消防隊などを中心に町

内会単位で結成される自主防災組織

は、平時や災害時を問わず地域でのき

め細かい災害対応に欠かせません。当

リーダー育成研修会は、毎年４００人

の参加を目標に実施していますが、令

和元年度は目標値を超える４１８人

の参加を得たところです。よって、今

後も目標値の参加者数４００人を維

持する中で、参加者が下回らないよう

努めてまいります。
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P２３
重要業績指

標

（KPI）

間伐面積について

Ｒ１ ４２．２５ｈａ

Ｒ７ ９０ｈａとなって

いるが、目標値が高いよう

に思う。何か市で林業政策

を考えての数値か。政策

（森林環境贈与税）がらみ

での目標値なら大変喜ば

しい。

間伐事業については、市森林整備計

画に基づき事業を推進しており、国や

県の補助金等を活用しながら面積の

拡大に努め、森林が本来持つ公益的機

能を発揮するだけでなく、災害にも強

い健全な森づくりを目指し、数値目標

を設定しています。

今後も、市国土強靭化地域計画及び

市森林整備計画に基づき、地域の強靭

化に向けた取組みを着実に推進して

まいります。

なお、森林環境贈与税については、

従前の補助事業で対象にならない森

林整備に係る事業に対し活用するこ

ととされていることから、小規模森林

の間伐や林業従事者の就労環境改善

等の事業に活用しているところです。


